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E メールでお申込みの場合、①氏名、 ②会社名(市民の方は不要)、 ③電話番号、 ④メールアドレス
を メール本文に記入し、下記「お問合せ」先のメールァドレス(_次兀バーコードが使えます)までお送りください。

(裏面のお申込み欄かホームページからダウンロードできる申込書を使い、EメールまたはF A Xでのお申込みも可能です)

※当日参加も可能ですが、定員に達しお断りする場合がございますので、お早めの事前申し込みをお願いいたします。

※ご記入いただいた個人情報は、シンポジウムを円骨に行うためのものであり、それ以外の目的、または第三者への
提供はいたしません。
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?鈴井 生之一P 長 氏 [CREAT I VEOFF I CE C U E ] _
北海道赤平市生まれ。大学在籍中に演劇の世界に入り、l 990年に劇団「00PARTS」を結成。「00PARTS」解散後は、夕レン ,e
ト・構成作家としてHTB「水曜どうでしょう」などの数々の番組の企画・出演に携わる。200l年より映画監督としても活動を開

始。現在までに4作のメガホンを執る。20l0年には「00PARTS」を鈴井自身のプロジェクトとして再始動させ、20l9年までに Z
5作の舞台公演を上演し、舞台という表現の枠にとらわれない作品を生み出している。20ll年、出身地の赤平市に購入した山

林にアトリエ兼自宅を建て、自らチェ一ンソーを持ち、森を整備したり、冬には薪ストーブで暖をとるなど「森の生活」を始める。

20l5年にはテレビ東京系「ドラマ24『不便な便利屋』」で自身初の連続ドラマ脚本・監督を務める他、作家としても活動。20l8 l jl
年にはその生まれ故郷の空知の魅力を道内外で発信する「そらち応援大使」に就任。20l9年公開のせたな町を舞台とした映画

『そらのレストラン』では友情出演として、癖のある役場の職員を好演した。 ,.. ,

コーディネーター [ 北海道教育大学 ]
尾関俊浩 氏 本基整交

北海道教育大学札幌校の物理学教授。北海道

出身。北海道大学理学部卒、同大学院理学研究

科博士後期課程修了。博士(理学)。雪氷(せっ

びょう)物理学が専門で、北大低温科学研究所

で雪や雪崩の研究、同工学研究科で着雪の研究

に従事し、現在も雪害科学の研究を行う。また

雪や氷を使つた理科教材の研究にも取り組ん

でいる。第52次日本南極地域観測隊隊員。近年

は北極海での観測にも参加している。

八'ネリスト [ 苫 前 町 ま ち づ く り ]
西 大ま 克業構くりじ、 氏 アドバイザー

苫前町生まれ。家業の小売業を継ぐため、高校、専

門学校と進学で苫前町を離れる。20歳でUター

ンし、地元の商工会青年部長時代から地域の子供

たちへの体験事業やまちづくりに携わる。「苫前町

まちづくり企画」を立ち上げ、流雪溝投雪ボラン

ティア事業などを展開し、シ一二ツクバイウェイ北

海道萌える天北オ口口ンルー ト代表も務める。

著書
『積雪観測ガイドブック」
『山岳雪月崩大全』
最新刊『雪崩教本』など

八ネリスト [北海道立総合研究機橋]
松村博文 北方建請直研究所氏
北海道大学工学院博士後期課程修了。中心市街 r地の再生や、辰村 集 洛の維持再編、ーユ一夕ウン

の再生、安全安心まちづくり、住民組織による地 、
域運営など、道内の地域づくりについて実践的

研究を実施している。人口減少、超高齢社会なら

ではの地域課題と強みを明確化し、その地域で

のオリジナルな施策立案を支援している。

苫小牧市民会館 大ホール
(〒053-00l8苫小牧市旭町3丁目2番2号)

J R苫小牧駅から徒歩l5分(JR苫小牧駅からのシャトルパスをご利用ください)

新千歳空港から [ J R ] 特 急 l 5 分 ・ 普 通 2 3 分 [バス]40分

下欄に必要事項をご記入の上、下記のメールァドレスまたはFAX番号までお送りください。(申込書は、ホームページからもダウンロー ドできます)

[E-maillfu、/u2020s@legac、,-web.sakura.ne.ip [FAX]011-2 7 2-0881

①氏名(ふりがな) ②会社名(苫小牧市民は不要) ③電話番号 ④メールアドレス

パネリスト [ 国土交通省 ]
北 海 道 開 発 局

=l=木秀一 氏 建設部道路維持課月 道路防災対策官

l987年北海道開発局入局。20l5年札幌開発

建設部道路計画課長、20l7年建設部道路計画

課課長補佐を経て、20l9年より現職。北海道

内直轄国道の雪寒行政に携わる。産学官民が広

く連携し除雪現場の省力化に関する様々な活

動を行う場である「i -Snow」の活動を進め、除

雪現場の生産性・安全性を向上させ、人口減少

下でも、ヒトとモノの交流・対流を活性化できる

産業構造、経済活動を維持・発展を図る。

Profile introduction

パネリスト [ 苫小牧工業 ]
松尾優子 氏 高等専門学校准教授

北海道大学工学研究科社会人博士課程修了。

修士課程修了後、札幌市(土木職)などを経て

2 0 l l 年 よ り 現 職 。

苫小牧の水産資源である「マツ力ワ力レイ」の

活輸送における輸送条件の最適化の検討や

北海道水産物の輸出に関する調査研究を行つて

いる。


